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当番校長
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平成27年度新潟県高等学校教育研究会国語部会全県研究協議会について（御案内）

このことについて、下記のとおり開催いたしますので、貴校国語科関係職員の参加につ
いて御高配賜りますようお願い申し上げます。

記

１ 期 日 平成27年10月29日（木）

２ 会 場 県立新潟高等学校
〒951-8127 新潟市中央区関屋下川原町２丁目635番地
℡.025-266-2131

３ 当番校 県立新潟高等学校

４ 目的と研究テーマ
(1) 目 的 国語授業の改善と指導力の向上
(2) テーマ 思考力・判断力・表現力の育成を目指した授業改善について

５ 内 容
(1) 実践発表

① 発表題 「論理的文章の表現実践」～グループワークを通した小論文学習～
発表者 県立国際情報高等学校 岩本和孝 教諭

② 発表題 「アクテイブ・ラーニングによる思考の深化を目指して」
～小説『羅生門』の指導から～

発表者 県立柏崎工業高等学校 阪本寛子 教諭
(2) 講 演 「これからの日本に必要な言語の教育」～「言語技術」の有効性～

講 師 つくば言語技術教育研究所所長 三森 ゆりか 様

６ 日 程 8:45～ 9:40 授業参観（希望者）
9:30～10:00 受 付
10:00～10:10 開 会
10:10～10:50 実践発表１
11:00～11:40 実践発表２
11:40～12:40 昼食休憩
12:40～13:10 県立教育センター指導主事による指導・講評
13:10～15:10 講 演
15:20～16:20 研究協議
16:20～16:30 閉 会



７ 講師紹介

三森 ゆりか（さんもり ゆりか）氏
つくば言語技術教育研究所所長 東京都生まれ。
上智大学外国語学部ドイツ語学科卒業。株式会社丸紅勤務後、上智大学文学部博士

前期課程中退。1984～1988年に外交官の子弟を対象とするドイツ式作文教室、1990年
に「つくば言語技術教室」（現「つくば言語技術教育研究所」）を開設する。現在は同
研究所のほか、各種団体で講師を務める。平成17年度文部科学省読解力向上に関する
検討委員会委員、平成18～19年度言語力育成協力者会議委員、平成22年度文部科学省
コミュニケーション教育推進会議教育ＷＧ委員。平成21年より（財）ソニー教育財団
評議委員。
【つくば言語技術教育研究所】
研究・開発と活動について
○ 日本の子どものための言語技術教育のカリキュラムと教材の開発
○ 言語技術の効果的な教授法の研究開発
○ 欧米における文学教育（読書技術教育）の研究と指導法の開発
○ 教員や企業・地方公共団体対象の研修会及び日本サッカー協会や日本オリンピ

ック委員会などの各種スポーツ団体での言語技術講習会の実施
【主な著書】
「大学生・社会人のための言語技術トレーニング」（大修館書店）
「論理的に考える力を引き出す

―親子でできるコミュニケーション・スキルのトレーニング（一声社）」
「子どものための論理トレーニング・プリント 」（PHP研究所）など多数

８ 参加申込
参加希望者は、別紙に必要事項を記入の上、ＦＡＸにて10月14日（水）までに、

県立高田北城高等学校担当 牛木信昭宛にお申し込みください。
ＦＡＸ番号 025-526-1579

９ 連絡事項
(1) 駐車スペースがありませんので、公共交通機関の利用をお願いします。
(2) 昼食（800円）を希望される場合は、別紙の所定欄に○を記入してください。

申し込み後の変更は、御遠慮願います。
(3) 研究協議会終了後、18:00から新潟駅付近にて教育懇談会を予定しています（会

費5,000円程度）。参加を希望される場合は、別紙の所定欄に○を記入してくださ
い。詳細については、当日御案内します。

担
県立高田北城高等学校
教諭 牛木 信昭

当
電話：025-522-1164
F A X：025-526-1579



別紙

ＦＡＸ番号 025-526-1579
※ 「鑑」不要

10月14日（水）締切

Ｆ Ａ Ｘ 送 付 状

県立高田北城高等学校
牛木 信昭 宛

平成27年度新潟県高等学校教育研究会国語部会全県研究協議会参加申込書

学番 校名 申込責任者氏名

職 名 参加者氏名 昼食 懇談会 備 考

協 議 題 等

注１ 昼食・教育懇談会について、希望する場合は各欄に○を記入してください。また、
希望しない場合は×を記入してください。

注２ 昼食代、教育懇談会費ともに、当日徴収します。
注３ 協議題等がある場合は、所定の欄に記入してください。
注４ 電車の都合で閉会前に退出を希望されるなど、特に事情のある場合は、その旨備考

欄に記入願います。


